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論 文 内 容 の 要 旨

科学領域に関す る説明的文章には,読 み手の既有 知識 と矛盾す る内容が含 まれ る ことが多い。

このよ うな文書の読解過程 において,知 識の存在が,文 章の正確な読み取 りを妨害 し,誤 読 を引

き起 こして しまうことが ある。本研究は このような誤読(既 有知識依存型誤読)に 焦点をあて,

読解過程 における既有知識依存型誤読の生起を具体的に追求す るとともに,そ の生起を低減する

ための方策 として 「ルール教示」を取 り上げ,そ の効果を検証することを目的としたものである。

本論文は,3部 構成 である。第1部 では,本 研究の問題の所在を明 らか にした。第1章 では,

学習過程 と既有知識 との関係に関す る従来の研究を概観 し,本 研究の問題意識の背景について述

べた。第2章 では,読 解 における既有知識の役割 を正当に評価するために,「 読解 のコミュニケ

ーシ ョンモデル」 を提唱した。文書読解 を文章の書 き手と読み手の記号を介 したコミュニケー シ

ョンととらえるこのモデルは,読 み手の既有知識 と文章の伝達内容 との 「交渉」を読解過程 に含

めて考えることを可能にするものである。 さらに,記 号を媒介 としたコミュニケーションを研究

する 「記号論」の概念を援用す ることによ り,こ の 「交渉」が生 じる過程 を,読 解の統語論的,

意味論的,実 用論 的 レベルの うちの実用論的 レベル に相当す るもの と位置づけた。 このような
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「概念装置」 によって,読 解に及ぼす既有知識の影響を読解過程の各 レベル ごとに検 討する こと

が可能 となる。第2章 は,上 述 のモデル とそ こか ら派生する概念装置の解説に当て られている。

第2部 は,第1部 で展 開された 「問題」 に一定の回答を与えるべ く計画された一連の実験にっ

いて述べた。本研究では,既 有知識 として 「ヒマワリの花が太陽の方を向いて回る」 という信念

(回転説)を 取 り上げた。 したがって,対 象 とする 「既有知識依存型誤読」は,特 に 「信念依存

型誤読(Belief-DependentMisreading:BDM)」 と呼称 されるべきものである。第3章 では,

実験1に ついて報告 した。実験1は 回転説を信 じている人に回転説 を否定する内容をもつ文章を

読 ませる という条件 を設定 し,BDMの 生起 と読解 レベル との関連 を検討 したものである。実験

1に よ って,読 解 の3つ のレベルのいずれにお いてもBDMが 生起す ること,実 用論 的 レベルで

最も生起頻度が高いことが明 らか となった。第4章 で報告 される実験2で は,実 験1で 確認され

たBDMが 主 として文章側 の要因で 引き起 こされた ものであ り,回 転説の存在によって生じたも

のではないという可能性を検討するために,実 験1の 文章と同 じトピックを扱いなが らも,よ り

簡略化 された文章を用意 し,そ の読解過程 において もBDMが 生起す ることを確認するとともに,

光合成ルール教示がBDMの 生起 を低減させ る可能性 を探 った。その結果,実 験2で もBDMの 生

起が確認された ことか ら,実 験1で 認め られたBDMが 文章側の要因で引き起 こされたものでは

な く,回 転説 の存在 によるもので ある ことが結論づけ られた。 しか し,BDMの 生起率その もの

が実験1に 比べて低かったため,ル ール教示の効果 を十分に検討することはできなかった。第5

章で報告する実験3で は,文 章内容の受容 に対する 「抵抗」反応がルール教示条件で少なか った

という実験2の 結果 を受けて,文 章の内容 に対す る認知反応の生起 にルール教示が影響 を及ぼ し

うるか どうかを検討 した。その結果,ル ール教示要因 と認知反応の間 に統計的に有意ではないも

のの,予 想 と一致 した傾向が確認されるとともに,BDMの 生起 と認知反応 との間 に一定の関係

がみつかった ことか ら,ル ール教示がBDMの 生起の低減 に効果的である可能性が間接的 に示 さ

れた。そ こで第6章 で報告する実験4で は,簡 略化 した文章ではな く,実 験1で 用いたオ リジナ

ルの文章 を読解 させ る条件 を設定 し,BDMの 生起頻度が最 も高 くなると予想され る状況でのル

ール教示の効果 を検討す ることで
,実 験2・3で は明瞭 に示 しえなか ったルール教示の効果 につ

いて,一 定の結論 を導 くことを目ざした。その結果,ル ール教示によってBDMの 生起頻度が低

減す ることが確かめ られた。

第3部 は 「全体論的討論」である。第7章 では,こ れまで報告された4つ の実験の結果を概観

し,「 二重ルール ーシステム論」 にもとついた実験結果の解釈を試みるとともに,特 に実用論的

レベル における 「ルール」 のはたす機能について論 じた。第8章 では,本 研究で得 られた結果が

教科教育研究に対 していかなる 「意義」を持ちうるか とい う問題 を,特 に言語教育研究 と科学教

育研究 との関係 に置 いて詳述 した。言語教育研究に関す る議論では,特 に読解のコミュニケーシ
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ヨンモデルの導入による読解指導 目標 の拡大が論 じられた。また,科 学教育研究 との関係では,

本研究の結果 とこれ までの組み変 え型ス トラテジー研究の結果 との比較が行われ,教 授ス トラテ

ジー論 に与 える本研究の意義が論 じられた。第9章 では,今 後の問題 特に本研究において十分

に追求できなか った問題 と本研究の結果か ら新たに 「発見」 された問題について述べた。

論 文 審 査 結 果『の 要 旨

本研究は,科 学領域に関する説明文 を用 いて,「 読解のコミュニケーシ ョンモデル」の提唱の

もとで,文 章読解 における 「信念依存型誤読」の生起 とその低減 に関するものであって,中 心的

仮説は,1.既 有知識 と矛盾する文章の読解において,信 念依存型誤読の生起が確認 されるだ ろ

う。特 に,統 語論的 レベル,意 味論的 レベル に比 して,実 用論的 レベル において,生 起率が最 も

高 くなるであろう。2.ル ール教示によって信念依存型誤読の生起率が低減するだろう,と いう

ものであった。 この仮説の詳細な検証の為に,一 群 の実験が行 われ,「 読解のコミュニケーシ ョ

ンモデル」の妥 当性,有 効性 をも明らか にしつつ,仮 説の検証に成功 している。統語論的及び意

味論的レベルでの達成は,必 ず しも実用論的 レベルでの達成を意味するものではな く,そ れのた

めの必要条件であることが明 らかにされ た事,「 ルール教示」が意味論的 レベルでの達成者に実

用論的 レベルでの達成 を保証す る働 きをもつ事が明 らかにされた。 これ らの事柄 は,科 学的文章

読解の指導において,指 導 目標 の設定や,そ の目標実現の為の指導法の選択決定にとって,重 要

な示唆を与えるものといえよう。

本研究は上記 の実証的研究 にあわせて,そ の結果 もふ まえなが ら,「 二重ルール システム論」

を展開 し,上 記の仮説2に おける 「ルール教示」 の働きのメカニズムについて論述する。 この論

述は,一 見事後的に既に遂行 された一群の実験結果を解釈 しているにすぎないようにも見えるが,

その実,き わめて前向きに,新 しい問題の発見 ・創造に役立っていることがいえる。

筆者は,上 述 した実験的知見 と,そ れをふ まえた 「二重ルールシステム論」を背景にしなが ら,

本研究が 「教科教育研究」に持つ意義を論 じている。第一に,言 語教育研究に対す る意義 として,

「読解」概念の拡張 と 「読解」指導 目標の拡大を挙げて いる。 いずれ も,読 解 における実用論的

レベル と関係す る事柄であり,論 述は妥当であ り,か つ有効的である。第二に科学教育研究に対

する意義として,教 授ス トラテジーに関する理論に一石 を投 じて いる。科学的知識を 「文章読解」

というプ ロセスを経て入手する機会は多 く,こ のような機会 を提供す る側 としては,読 み手の

「信念依存型誤 読」 を予測 し,そ の生起を低減す る為の対策を こうじてお く必要性が強調される

ことになる。本研究 に示され る具体的提案は,今 後の教授ス トラテジー研究に とって,十 分に傾

教37



聴 に値す るものである。

勿論 今後に残された問題 も少な くはない。1.読 解 レベルの測度の妥当性の検討,2。 測定

値の有用性(基 準関連妥 当性)の 吟味,3.測 定値の有意味性(構 成概念妥 当性)の 吟味な どが

挙げ られるが,い ずれも筆者において明確 に自覚 されてお り,今 後の研究が期待される。

以上 を通 して,本 研究は,文 章読解 の研究か ら端を発 しなが ら,教 育心理学研究の一中核 とい

うべき教授 一学習過程 の研究に,大 きな貢献 を示 しているといえる。

よって,博 士(教 育学)の 学位を授与するに適 当である。
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